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本日は、「ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発プログラム」
令和5年度新規公募・公募説明会にご参加いただきましてありがと
うございます。説明会の開始までいましばらくお待ちください。

◼ AMED側で、本日の説明会は録画させていただきます。
◼ いただいたご質問は、FAQに掲載して公開することがございます。
◼ お問い合わせは、本公募の公募要領ならびにホームページに記

載しておりますメールアドレスよりお願いいたします。
◼ 参加者側で、本日の説明会を録音・録画することは禁止となって

おります。



締切：令和5年9月7日（木）12:00 【厳守】

日本医療研究開発機構（AMED）
ゲノム・データ基盤事業部 ゲノム・データ研究開発課

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発プログラム事務局
genome-drugdiscovery@amed.go.jp
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事業及び公募課題の紹介

公募要領 p.1～15
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日本医療研究開発機構 (Japan Agency for

Medical Research and Development; AMED) は、医

療分野の研究開発およびその環境整備の中核的な役

割を担う機関として、平成27年4月に設立されました。

基礎から実用化までの一貫した医療研究開発の推

進、その成果の円滑な実用化を図るとともに、研究開

発環境の整備を総合的かつ効果的に行うためのさまざ

まな取り組みを行う国立研究開発法人です。

日本医療研究開発機構 (AMED)
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公募要領 p.1

- 背景 -
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ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.1、他

本公募で採択された課題は、ゲノム医療実現バイオバンク利活用プログラム（ゲノム医療実
現推進プラットフォーム・先端ゲノム研究開発）及びゲノム創薬基盤推進研究事業の課題と
して実施されます。

第３５回健康・医療戦略推進専門調査会（令和５年６月１３日）資料４「令和５年
度第１回医療分野の研究開発関連の調整費（理事長裁量型経費）について」

令和５年度 調整費（理事長裁量型経費）の理事長方針
（１～４略）

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発の強化（２課題）
※ 調整費により３年を上限として措置する試行的な取組を実施するものであること。
※ 後年度は、ＰＳ／ＰＯによる進捗管理を踏まえて、年度当初からの調整費の必要
性を判断することとする。

５

（公募要領 p.1）
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- 研究開発費の規模・研究開発期間・採択課題予定数等 -

（注１）R6年度及びR7年度については、領域ごとに設定した総額を上限に各年度に必要となる予算額を見積り、適切な研究計画を作成して
ください。

（注２）同一の研究者が、複数の課題に研究代表者として応募することは認められません。ただし、研究分担者として複数の課題に重複して応
募することは認められます。

（注３）複数の公募研究開発課題に応募する場合、研究費の不合理な重複及び過度の集中（詳細は第５章を参照してください。）に該当
しないことを確認するため、同時に応募した研究開発課題の情報を研究開発提案書の該当欄へ必ず記載してください。また、応募中の研究
開発課題が採択された場合は、速やかにAMEDの本事業担当課に報告してください。

（注４）採択課題数は、それぞれの分野における応募数や内容に応じて予定数から増減します。

（注５）R6年度以降の研究開発費は、予算の状況等により変動することがあります。

（注６）申請額は、研究開発費の規模の範囲内でも確約するものではありません。

（注７）【若手枠】（若手研究者が研究開発代表者となる課題）は、研究開発代表者が以下の条件を満たす者であることとします。

令和5年4月１日時点において、年齢が、満43歳未満の者（昭和55年4月2日以降に生まれた者）、又は博士号取得後10年未満の者が
対象です。ただし、産前・産後休業又は育児休業をとった者は、その日数を加算することができます。
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ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.13

# 分野等、公募研究開発課題
研究開発費の規模

（間接経費を含まず）

研究開発実施

予定期間

新規採択課

題予定数

1
ゲノム研究を創薬等出口に繋げる

研究開発（領域➀）

１課題当たり R5年度33,000千円 （上限）

R6年度及びR7年度の総額200,000千円 （上限）

令和5年12月（予定）

～

令和7年度末

０～8

課題程度

2
【若手枠】 ゲノム研究を創薬等出

口に繋げる研究開発（領域②）

１課題当たりR5年度10,000千円 （上限）

R6年度及びR7年度の総額60,000千円 （上限）

令和5年12月（予定）

～

令和7年度末

０～6

課題程度
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我が国においては、令和 3 年 3 月にゲノム医療協議会においてとりまとめた「ゲノム・データ基盤の構築に向けた

取組について（第 5 回ゲノム医療協議会）」に基づき、全ゲノムデータをはじめゲノム研究を推進するための基盤の

議論が始まったところです。令和 5 年 3 月の第 11 回ゲノム医療協議会においては、疾患の発症・重症化予防、

診断、治療等に資する研究開発を推進し、病態解明を含めたゲノム医療、個別化医療の実現を目指すために、出

口を見据えた研究開発強化にも注力すべきとの方針が打ち出されました※1。

AMED は、この政府の方針を受けゲノム医療、個別化医療実現のため、ゲノム研究を創薬等出口に繋げることを

目指し、ゲノムデータに加えて、基盤技術・基礎科学を最大限活用した異業種・異分野が連携した研究を推進し、

診断、予防、治療、創薬等に資する研究の提案を求めます。

世界のゲノム研究における解析技術は、数カ月で改良あるいは刷新されるほど急速に進展しており、欧米との解析

技術格差が開きつつあります。よって、今研究開発を開始しなければ大幅に出遅れる可能性があり、調整費の性質

を生かした機動的な取組の下、モデルとなるような研究成果をいち早く創出するため、異業種・異分野連携による新

たな研究チームからの研究提案を求めます。

- 公募研究開発課題の概要 -
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ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.15

※1 第 11 回ゲノム医療協議会資料 3-2（令和５年３月 31 日）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkouiryou/genome/genome_dai11/siryou3-2.pdf

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkouiryou/genome/genome_dai11/siryou3-2.pdf
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-求められる研究開発-

本公募では、ゲノム医療、個別化医療を実現するため、ゲノム研究を創薬等出口に繋げ

ることを目指し、診断、予防、治療、創薬等に資する研究を期待します。これまでになかった

斬新なアイデアを提案してください。その研究開発の成果として、新規予防法・診断・治療の

開発が達成されることを重視します。

また、本公募においては、研究成果を効果的に創出できる異業種・異分野の連携※による

体制構築を必須とします。異業種連携とはアカデミアと企業との連携（産学連携）を、異分

野連携とは様々な研究領域の研究者（ゲノム研究者、臨床研究者、病理研究者、AI 研

究者、情報科学研究者・数理統計研究者、創薬に関わる研究者等）の連携を指します。

本公募では、異業種・異分野の融合により新たな知を創出し、診断、予防、治療、創薬等

出口を見据えた飛躍的な進歩が得られることを期待します。この観点を踏まえて適切な異業

種・異分野の連携体制を構築してください。

※異分野連携は必須です

8

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.15-16
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-求められる研究開発- （続き）

具体的には、以下のいずれかの研究要素（複数も可）を満たす研究提案を求めます。

【A】ゲノムデータなどに基礎研究（例えば、細胞レベルでの生命活動の時間的・空間的変動に着目し

た生物学研究やロングリード解析・メチル化解析などの新規解析技術を活用した研究等）で得られる

独自のデータを組み合わせた独創的な切り口の研究開発。

【B】ゲノムデータに加えて、病理学や生物学（オルガノイド技術やモデル生物作成など）とマルチオミック

ス解析の融合を図り、疾患関連バリアントの同定に止まらず、病態機序の解明や創薬標的の探索など、

ゲノム創薬に繋がるような研究開発。

【C】ゲノムデータに MRI や CT や病理などの画像データ、臨床情報や生活習慣情報等のリアルワール

ドデータ、分子標的解析を組み合わせ、AI 等を使った解析による統合的研究開発。

【D】数理統計解析、バイオインフォマティクスに精通する研究者が中心的な役割を担うとともに、異業

種・異分野の研究者の知を融合できる研究開発。

【E】 全ゲノム解析等のゲノムデータにオミックスデータやウエアラブルデバイスなどから得られる環境因子等

の情報を多層的に加えた解析にもとづく新規診断・予防・治療法に資する研究開発
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ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.15-16



（３）研究計画作成上の注意

公募要領 p. 16-18
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[1] 研究体制及び若手枠について
[2] 新規のデータ取得について
[3] 機器の購入等について
[4] 研究計画について

（社会実装に向けたロードマップ）
[5] 得られる成果及び評価の観点について



（３）研究計画作成上の注意

公募要領 p. 16-18

11

[1] 研究体制及び若手枠について
[2] 新規のデータ取得について
[3] 機器の購入等について
[4] 研究計画について

（社会実装に向けたロードマップ）
[5] 得られる成果及び評価の観点について
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-求められる研究開発（再掲）-

（２）求められる研究開発（公募要領15ページ）

（略）

また、本公募においては、研究成果を効果的に創出できる異業種・異分野の連携※による

体制構築を必須とします。異業種連携とはアカデミアと企業との連携（産学連携）を、異分

野連携とは様々な研究領域の研究者（ゲノム研究者、臨床研究者、病理研究者、AI 研

究者、情報科学研究者・数理統計研究者、創薬に関わる研究者等）の連携を指します。

本公募では、異業種・異分野の融合により新たな知を創出し、診断、予防、治療、創薬等

出口を見据えた飛躍的な進歩が得られることを期待します。この観点を踏まえて適切な異業

種・異分野の連携体制を構築してください。

※異分野連携は必須です

12

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.15-16
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-（３）研究計画作成上の注意-

○研究体制について（公募要領18ページ）

異業種・異分野の研究者が連携した研究実施体制であることを求めます。研究実施体制

の説明では、各研究分担者が担当する研究内容を明確に示すとともに、各研究分担者が

実施する研究が、どのように連携して新規の成果創出につながり得るのか、その計画を分かり

やすく示してください。提案された研究体制が、研究成果を創出するためにどの程度効果的

であるかを評価します。研究の進捗を踏まえて、研究期間中に研究体制を柔軟に変更する

ことは認められます。
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ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.16-18

3.2.2 採択条件等（公募用要領18ページ）

（２）既存の研究計画の延長及びその加速・充実を目的とする提案や、既存の研究実施

体制で行う研究の提案は認められません。なお既存とは、R5年度にAMEDが支援している

研究開発課題を指します。

（３）本公募の提案においては、この提案のために新しい研究体制を構築することを要件と

します。AMED事業において採択済みの課題における研究体制との違いを明確化してくださ

い。
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-（３）研究計画作成上の注意-

○領域②への提案について（公募要領18ページ）

領域②では、従来よりゲノム分野にはIT等の人材が少ないため、診断、予防、治療、創薬

等の出口に向かうゲノム研究の分野に関与する研究者の層を厚くするため、研究代表者が

若手研究者である提案を対象とします。若手の定義については1.1.1  研究開発費の規

模・研究開発期間・採択課題予定数等についての（注７）を確認してください。そのほか、

求められる研究開発、及び研究計画作成上の注意に関する要件については、前述の通り領

域➀と領域②で同一です。なお、若手研究者は領域①にも応募できます。

領域②への提案においては、原則、分担研究者も若手研究者（注７の条件を満たす

者）であることを求めます。若手研究者でない者が分担研究者となる研究体制を構築する

場合は、その理由を提案書の中に明記してください

14

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.16-18
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【様式１】研究開発提案書p.4

氏名 所属機関※1 現在の専門 令和5年度

研究経費※

２

（千円）

エフォート

（％）
生年月（年齢:令和5年4月1

日時点）
所属部署（部局）※1

学位（最終学歴）

学位取得年

専門 役職※1 役割分担

研
究
開
発
代
表
者

○○ ○○ ○○○○大学 △△△

X,XXX XX
S55/11（XX） △△△学部△△△学科 △△博士（○○大学）H18年

医学（病理） △△△ 研究の統括

（主たる研究場所）※1

△□大学
X,XXX XX

△△△学部△△△学科

□□□

研
究
開
発
分
担
者

□□ ○○ △□大学 □○□

X,XXX XX
S50/11（XX） △△△学部△△△学科

○○博士（□△大学）

H15年

工学（AI・情報工学） □□□ データの解析

（主たる研究場所）※1

△□大学
X,XXX XX

△△△学部△△△学科

□□□

計 2名 研究開発経費合計 X,XXX

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
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【様式１】研究開発提案書p.5

✓ 満43歳未満の者（昭和55年4月2日以降に生まれた者）

上記以外で、博士号取得後10年未満の者（博士号取得日：平成30年3月23日 ）

産前・産後休業又は育児休業をとった者（加算する日数：300日）

✓ 満43歳未満の者（昭和55年4月2日以降に生まれた者）

上記以外で、博士号取得後10年未満の者（博士号取得日：平成30年3月23日 ）

産前・産後休業又は育児休業をとった者（加算する日数：300日）

領域②【若手枠】 公募対象者チェック欄

研究代表者：○○ ○○

•若手育成枠に応募の研究代表者および分担研究者は上記表の当てはまるものに☑を入れてください。
なお、上記は令和５年4月1日時点におけるものとする。
•必要な場合は枠を適宜増やしてください。

研究分担者：○○ ○○

■領域②【若手枠】のみ使用のため、領域①応募時はこのページを削除してください。

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
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【様式１】研究開発提案書p.13

【実施体制図】 研究開発代表者

所属（及び主たる研究場所）

氏名

専門（医学・工学など）

分担する研究内容

「○○○○○○」

AMED

研究開発分担者

所属（及び主たる研究場所）氏名

専門（医学・工学など）

分担する研究内容

「○○○○○○」

研究開発分担者

所属（及び主たる研究場所）氏名

専門（医学・工学など）

分担する研究内容

「○○○○○○」

研究開発分担者

所属企業（及び主たる研究場所）氏名

専門（医学・工学など）

分担する研究内容

「○○○○○○」

解析データ提供

試料の提供

加工

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
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【様式１】研究開発提案書p.14

1）本研究を適正に行い得るための体制について、各研究分担者が担当する研究内容を明確に示すと
ともに、異業種・異分野が連携した研究体制であること、その体制が研究成果創出の上で効果的なも
のになっているか、また各研究分担者が実施する研究が、どのように連携して新規の成果創出につな
がり得るのかを記載してください。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○

2）本公募においては、既存の研究計画の延長及びその加速・充実を目的とする提案や、既存の研究
実施体制で行う研究の提案は認めておらず、この提案のために新しい研究体制を構築することを要件
としています。AMED事業において採択済みの課題における研究体制との違いを明確化して記載して
ください。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○

(３略)

4）[若手枠のみ]若手研究者でない者が分担研究者となる研究体制を構築する場合は、本研究課題
において分担研究者として加わらなければいけない理由を明記してください。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発



（３）研究計画作成上の注意

公募要領 p. 16-18
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[1] 研究体制及び若手枠について
[2] 新規のデータ取得について
[3] 機器の購入等について
[4] 研究計画について

（社会実装に向けたロードマップ）
[5] 得られる成果及び評価の観点について
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-（３）研究計画作成上の注意-

○新規のデータ取得について（公募要領16ページ）

ゲノムデータについては既存のデータを活用してください。但し、診断、予防、治療、創薬等

の出口を見据えた研究の進展のために真に必要な場合に限り、少数例の新規ゲノムデータ

取得を例外的に認める場合があります。既存の事業の延長・充実・加速は認められません。

真にゲノムデータの取得が必要な場合や、ゲノム以外に新規にデータを取得する場合は、

データの新規性、取得目的、取得するデータ数の統計学的な根拠を示してください。複数の

種類のデータを取得する場合には、各種類のデータセットをどのように横断的に解析するのか

示してください。さらには、計画するデータ解析方法と従来の方法との違いについて示してくださ

い。

既存のデータとは、三大バイオバンク、全ゲノム解析等実行計画、等にあるデータを指します。

連絡先は以下のとおりです。なお、本公募に申請する時点で、解析予定の試料やデータの

利用について承認が得られていなくても応募可能です。

20

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.16-18
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-（３）研究計画作成上の注意-

○新規のデータ取得について（つづき、公募要領17ページ）

■三大バイオバンク（NCBN、BBJ、TMM）

NCBN：https://ncbiobank.org/contactus/contactus.php

BBJ：https://biobankjp.org/contact/index.html

TMM：https://www.megabank.tohoku.ac.jp/researchers/utilization

なお、バイオバンクに保存されている試料については、バイオバンク横断検索システム

（https://biobank-search.megabank.tohoku.ac.jp/v2/）を用いて検索することが可能です。

■全ゲノム解析等実行計画

・連絡先：jh-genome-pmo@jh.ncgm.go.jp 

・担当者（担当窓口）：国立高度専門医療研究センター医療研究連携推進本部（JH）

全ゲノム解析等事業実施準備室 総務チーム

・WEBページのURL：https://www.japanhealth.jp/project/genome/index.html

21

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.16-18
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三大バイオバンク（NCBN、BBJ、TMM）の利用については、バイオバ
ンク利活用ハンドブックをご覧ください

https://www.amed.go.jp/content/000085128.pdf

※なお、当ハンドブックは2021
年3月の発行であり、各バイオバ
ンクの現状についての記載など
一部の情報が最新ではない可
能性があります。詳細は各バイ
オバンクにお問い合わせください

22

https://www.amed.go.jp/content/000085128.pdf
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三大バイオバンク（NCBN、BBJ、TMM）バイオバンクに保存されてい
る試料については、バイオバンク横断検索システムを用いて検索できます

https://biobank-search.megabank.tohoku.ac.jp/v2/
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⚫ 三大バイオバンクをはじめ、日本の主要なバイオバンクが参画
するバイオバンクネットワーク（https://www.biobank-
network.jp/about）の複数のバイオバンクに対して利用
申請する場合は、是非、バイオバンク横断検索システムをご
利用ください。

⚫ ゲノム研究プラットフォーム利活用システムのバイオバンク・ネッ
トワークでは、複数のバイオバンクの利用申請についての利用
支援・コーディネートや倫理支援を行っています。
contact @ biobank-network.jp にご相談ください。

⚫ 是非、バイオバンク・ネットワークの横断検索システムや利用
支援・コーディネートや倫理支援をご活用ください。

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.biobank-network.jp%2Fabout&data=05%7C01%7C%7Cd454289a3607433f347408db9409175d%7C5e0eea4bc93d43069f2b7891b51e4fd2%7C0%7C0%7C638266539004022690%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C3000%7C%7C%7C&sdata=qObfQtTaWSQai0g7f61C8hsTHKAG10RlI%2FYYgRHJIFc%3D&reserved=0
https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=http%3A%2F%2Fbiobank-network.jp%2F&data=05%7C01%7C%7Cd454289a3607433f347408db9409175d%7C5e0eea4bc93d43069f2b7891b51e4fd2%7C0%7C0%7C638266539004022690%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C3000%7C%7C%7C&sdata=cVdREayQnIQiDOrJNlL0n6rQYTsEYjgGdtbs%2Fvo6764%3D&reserved=0
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■NCBNの利用方法➀ <<ホームページに掲載します
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■NCBNの利用方法② <<ホームページに掲載します
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【様式１】研究開発提案書p.9

・また、以下の項目についても、必要に応じて記載してください。

新規にデータを取得する場合、データの新規性、取得目的、取得するデータ数の統計学的な根拠

※ゲノムデータについては既存のデータを活用してください。但し、診断、予防、治療、創薬等の出口を見据
えた研究の進展のために真に必要な場合に限り、少数例の新規ゲノムデータ取得を例外的に認める場合が
あります。既存の事業の延長・充実・加速は認められません。真にゲノムデータの取得が必要な場合や、ゲノ
ム以外に新規にデータを取得する場合は、データの新規性、取得目的、取得するデータ数の統計学的な根
拠を示してください。複数の種類のデータを取得する場合には、各種類のデータセットをどのように横断的に解
析するのか示してください。さらには、計画するデータ解析方法と従来の方法との違いについて示してください。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○。

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発



（３）研究計画作成上の注意

公募要領 p. 16-18
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[1] 研究体制及び若手枠について
[2] 新規のデータ取得について
[3] 機器の購入等について
[4] 研究計画について

（社会実装に向けたロードマップ）
[5] 得られる成果及び評価の観点について
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-（３）研究計画作成上の注意-

○機器の購入等について（公募要領17ページ）

原則、新しい機器の購入は認められません。生命科学・創薬研究支援基盤事業

（BINDS）等の既存の支援事業において、解析機器や技術支援等（以下、解析機器

等）が共有利用を目的として整備されている場合は、同じ解析機器等を本公募の提案に

おいて購入することは認められません。BINDSで整備する解析機器等および連絡先は以下

のとおりです。なお、本公募に申請する時点で、解析機器等の利用について承認が得られて

いなくても応募可能です。

■BINDS

https://www.binds.jp/

支援が受けられる技術（例）：空間トランスクリプトーム解析、空間プロテオーム解析、空

間メチローム解析、メタボローム解析、シングルセル解析、ロングリードシークエンス解析など

（詳細は、BINDSホームページから「支援メニュー」を参照してください）

30

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.16-18
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BINDSの利用手順

https://www.binds.jp/
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BINDSの利用案内 https://www.binds.jp/
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BINDSの利用案内 https://www.binds.jp/
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【様式１】研究開発提案書p.3

大項目 中項目 令和5年度 令和6年度 令和7年度 計
金額 主な購入品・主な使途 金額 主な購入品・主な

使途
金額 主な購入品・主な

使途

直
接
経
費

1.物品費 設備備品費 ・データ解析用パソコン（○○万
円）

・
・

・
・

消耗品費 ・試薬
・ハードディスク

・
・

・
・

2.旅 費 旅 費 ・○○学会出張旅費（出張者：
△△、▲▲）
・○○への情報収集（出張者：
△△）

・
・

・
・

3.人件費
・謝金

人件費 ・技術補佐員人件費
・アルバイト人件費

・
・

・
・

謝金 ・
・

・
・

・
・

4.その他 外注費 ・外注解析費用
・

・
・

・
・

その他 ・学会参加費
・論文投稿料

・
・

・
・

小 計
間接経費
（上記経費の30%目安）

合 計

※1 設備備品費に関して、原則、新しい機器の購入は認められません。新規に機器を購入
する場合は、その機器の購入がなければ研究が実施できない理由を、枠外に詳細に記載してく
ださい。
※2 R6年度及びR7年度については、領域ごとに設定した総額を上限に各年度に必要となる
予算額を見積り、記載してください。
機器を新規に購入しなければいけない理由
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○。

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発



（３）研究計画作成上の注意

公募要領 p. 16-18
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[1] 研究体制及び若手枠について
[2] 新規のデータ取得について
[3] 機器の購入等について
[4] 研究計画について

（社会実装に向けたロードマップ）
[5] 得られる成果及び評価の観点について
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-（３）研究計画作成上の注意-

○研究計画について（公募要領17ページ）

ゲノム医療の実装を目指した中長期的なゴール（到達点である診断、予防、治療、創薬等の出口）

を示した上で、本公募の期間で実施する部分を明示してください。その上で、社会実装に向けたロード

マップにおける現在の研究開発段階と、研究終了時点で達成する段階を明示してください。

36

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.16-18

【様式１】研究開発提案書p.8

■研究計画・方法における全体の概要を示した上で、取り組む研究開発項目と主要なマイルストーン※について、必要
に応じて図や表を用いて、A４用紙３ページ程度で記載してください。（※ マイルストーン：達成しようとする研究開発
の到達点・達成事項）

（2）研究計画・方法

【全体計画】

社会実装に向けたロードマップにおける本研究期間（2年４ヶ月）における開発段階を示すために、上記の図を例に出
口（社会実装）までのフェーズルーラーを作成した上で、本公募で提案する研究開発の実施期間を矢印で示してくださ
い。ゲノム医療の実装を目指した中長期的なゴール（到達点である診断、予防、治療、創薬等の出口）を示した上で、
本公募の期間で実施する年度ごとの計画及び将来構想について詳細に記載してください。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
令和5年度：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
令和6年度：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
令和7年度：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
令和8年度以降：○○○○○○○○○○○○○○○○○



（３）研究計画作成上の注意

公募要領 p. 16-18
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[1] 研究体制及び若手枠について
[2] 新規のデータ取得について
[3] 機器の購入等について
[4] 研究計画について

（社会実装に向けたロードマップ）
[5] 得られる成果及び評価の観点について
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-（３）研究計画作成上の注意-

○得られる成果について（公募要領18ページ）

本公募では、ゲノム医療、個別化医療を実現するため、診断、予防、治療、創薬等の出口を見据えた

飛躍的な進歩が得られる研究計画であることを重視します。その上で、新たなアイデア、独創的な切り口

による研究計画であること、異業種・異分野が連携した研究体制であること、その体制が研究成果創出

の上で効果的なものであることを求めます。また、研究の推進を通して若手研究者の人材育成が図られ

ることを推奨します。

38

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.16-18

4.2.2  審査項目と観点（公募要領22ページ）

（A～Eは略）

(F)本事業で特に重視する観点

• これまで見られなかったような新たなアイデア、独創的な切り口によって、診断、予防、治療、創薬等

の出口を見据えた飛躍的な進歩が得られる研究開発であるか

• 異業種・異分野が連携した研究体制であり、かつ研究成果創出の上でどれだけ効果的な体制に

なっているか

【参考】



留意事項 その１公募要領 p. 14-15

39

１) 目標を明確にするため、当該研究により期待される科学的成果及び当該成果によりもたらされる学
術的・社会的・経済的メリットを研究開発提案書へ具体的に記載してください。

２) 研究開発提案書の作成にあたり、以下の点も留意してください。
• 事業趣旨及び公募課題の目的を理解し、研究の目的、特色・独創性、目標達成の可能性、期待

される成果等を含む研究概要を具体的かつ簡潔に記載すること。
• 研究開発代表者が提案に至った独自の着想や独創性について、従来の研究動向では解決し得な

かった課題点と対比し、記載すること。
• 研究全体の目標を達成するためのロードマップを作成し、研究（開発）項目ごとの達成しようとする

研究目標の節目となる到達点・達成事項及び研究（開発）項目間の関連性を簡潔に記載する
こと。

• 研究終了後の将来構想について、想定する波及効果やインパクト等を記載すること。
• 体制図として、研究開発代表者、研究開発分担者、協力企業、主な外部委託先等について、役

割と相互連携関係を明示すること。

３）「研究への患者・市民参画」※（PPI）が適切に組み込まれた研究であること。組み込む必要は
ないと判断した場合は、その理由が研究開発提案書内で説明されていること。

※https://www.amed.go.jp/content/000055212.pdf

４）「全ゲノム解析等実行計画」に係る情報基盤を用いた研究課題として実施する場合、国民へ質の
高い医療を届けるため、「全ゲノム解析等の推進に関する専門委員会」等で国が定める方針に従い、
戦略的なデータの管理や共有、及び、それらを用いた研究・創薬などを促進する計画となっていること。

https://www.amed.go.jp/content/000055212.pdf
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５）レジストリを構築する場合は、今後 AMED が指定するデータベース等と連携すること。他の研究班等
が当該疾患のレジストリを既に構築している場合は重複がないように配慮すること。また、継続性の確保
に努めること（事故・災害発生時のバックアップ体制の確保等）。なお、学会の支援、患者団体の協力
を得ることが望ましい。

６）第13章の記載に拘わらず、本事業で得られたデータ（ゲノムデータ、オミックスデータ、健康・医療デー
タ等）は、原則としてNBDC ヒトデータベース（JGA/NHA/DRA 等）※に登録し制限公開することが
求められます。

※https://www.ddbj.nig.ac.jp/jga/index.html

三大バイオバンク（NCBN、BBJ、TMM）の試料を用いた研究課題として実施する場合、当該研究に
て創出した解析データを、AMEDの「ゲノム医療実現のためのデータシェアリングポリシー」に基づき、可能な
限り今後AMEDが指定する三大バイオバンクのデータベース等と連携すること。

全ゲノム解析等実行計画において収集された試料を用いて創出したデータについては、「全ゲノム解析等
の推進に関する専門委員会」の方針に従い、データベースへの登録が求められます。

７）本事業で採択する課題において、新規に人の検体やデータを取得する計画を含んでいる場合は、検体
等の提供者から同意を得る際に「AMED説明文書用モデル文案」を使用した説明文書を用いて同意を得
ることを求めます。

AMED説明文書用モデル文案は、以下のURLよりダウンロードしてください。AMED文案を使用する際に
は、AMED説明文書用モデル文案ユーザーズガイドを必ず参照してください。

https://www.amed.go.jp/koubo/data_sharing_template.html

https://www.ddbj.nig.ac.jp/jga/index.html
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本公募に関する書類を下記ホームページからダウンロードしてください。

① 【公募要領】令和5年度ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発プログ
ラム .pdf

② 様式1 研究開発提案書.docx

③ 様式2 データマネジメントプラン.xlsx

④ 様式2（別紙1） データマネジメントプラン実施状況.xlsx

⑤ ヒト全ゲノムシークエンス解析プロトコール様式.xlsx

- 申請書類の入手方法 -

https://www.amed.go.jp/koubo/14/05/1405B_00002.html
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ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.23

https://www.amed.go.jp/koubo/14/05/1405B_00002.html
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- 申請書類の提出方法 -

■府省共通研究開発管理システム (e-Rad)からご応募ください。

https://www.e-rad.go.jp/ 

■e-Radの操作方法に関するマニュアルは e-Rad ポータルサイトから参照又はダウンロードすることがで
きます。

■システムの操作方法に関する問い合わせは e-Rad ポータルサイトのヘルプデスクにて受け付けます。

■必ず研究開発代表者のアカウントで申請してください。

■e-Radを利用するには、事前に機関登録や研究者登録が必要です。登録手続きに日数を要する
場合があるので、２週間以上の余裕をもって登録手続きしてください。

締切：令和5年9月7日（木）12:00
全ての研究開発提案書等について、期限を過ぎた場合には一切受理できませんので注意してください。

また、e-Rad以外の方法（E-mail、 郵送、持ち込み、等）による提出は受け付けません。

■「研究開発代表者」から所属機関にe-Rad で申請した段階では応募は完了していません。所属機
関の承認の手続きを必ず行ってください。
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ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発

公募要領 p.26
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- ヒト全ゲノムシークエンス解析プロトコールについて -

◼ AMEDは、政府の方針に基づき、様々なAMED研究課題で得られたヒト全ゲノムシークエンスデータをとりまとめて大規
模なデータセットをつくり、研究開発に提供する基盤「AMEDデータ利活用プラットフォーム」の整備を進めています。

◼ 全ゲノムシークエンスデータの大規模解析には、個別のデータの解析プロトコールが揃っていることが、解析結果の精度に
直接影響します。そのため、AMEDは、国費を投じて得られたデータを利活用した研究開発において精度の高い解析が
可能となるよう、 このプラットフォームが窓口となり共有されるヒトの全ゲノムシークエンスデータには、政府の方針※1に基
づき以下の2点を求めています。

① 既にプラットフォームで共有予定となっているデータと品質を同等に担保すること

② ゲノム解析の先進諸国との国際共同研究でも円滑に活用可能であること

※1 厚生労働省 第２回「全ゲノム解析等実行計画」の推進に向けた検討会議（令和３年２月１６日、資料1）

https://www.mhlw.go.jp/content/10901000/000739542.pdf

内閣官房健康・医療推進戦略本部 第８回ゲノム医療協議会（令和４年３月３０日、資料3、参考資料3）

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkouiryou/genome/genome_dai8/siryou3.pdf

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkouiryou/genome/genome_dai8/sankou3.pdf

※当該解析を実施する場合は必ず記入・提出してください。

◼ 既にこのプラットフォームで共有予定となっているヒト全ゲノムシークエンスデータとは、現時点では、内閣官房健康・医
療推進戦略本部の第５回ゲノム医療協議会（令和３年３月16日）参考資料3で示されたデータのことです。

◼ ゲノム解析の先進諸国との国際共同研究とは、現時点では、英国のUK BiobankおよびGenomics Englandや、
米国のAll Of Usなどの海外の大規模ゲノムデータリソースを用い、ゲノム医療研究で先行する欧米の研究機関と共
同して実施するような研究を想定しています。

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.6-9, 24

https://www.mhlw.go.jp/content/10901000/000739542.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkouiryou/genome/genome_dai8/siryou3.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkouiryou/genome/genome_dai8/sankou3.pdf
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- ヒト全ゲノムシークエンス解析プロトコールについて(続き) -

◼ AMEDは、この目的を達成するため、全ゲノムシークエンスの解析※2プロトコールが公募要領の「2.2.6 データシェアリン
グについて」に記載されている以下の5つの要件を満たしているか確認しています。

➢ ライブラリー作成（キット名、断片長等）
➢ シークエンス反応（キット名、リード長等）
➢ 解析装置の機種名（機種名・型番等。外注の場合は外注先も記入）
➢ クオリティーコントロール（QC）の方法
➢ リファレンスゲノムとのマッピング及びアセンブルの方法

※3 ヒト全ゲノムシークエンス解析プロトコール様式（公募要領第5章を参照）

◼ ヒト全ゲノムシークエンス解析を実施する研究課題は、所定の様式※3を提出することにより、解析プロトコールの各項目
を示す必要があります。様式が提出されていない場合には応募申請は「不受理」となり、審査の対象となりませんので、
提案課題におけるヒト全ゲノムシークエンス解析の実施の有無については十分に注意してご判断ください。

※2 全ゲノムシークエンス解析
次世代シークエンサーを利用した全ゲノムシークエンス解析及び全エクソーム解析を指します。なお、次世代シークエン
サーを用いる解析のうち、全ゲノムまたは全エクソーム以外を対象とするゲノム解析や、アレイ解析、サンガー法による
シークエンス解析は含みません。

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.6-9, 24
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• 公募事業課題、評価、提案書類の記載方法等についての照会は、
下記アドレスまでメールでお願いします。

• 情報の更新がある場合はAMEDウェブサイトの公募情報に掲載します。
併せてご参照ください。

https://www.amed.go.jp/koubo/14/05/1405B_00002.html

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構

ゲノム・データ基盤事業部 ゲノム・データ研究開発課

事業担当

genome-drugdiscovery@amed.go.jp

- お問い合わせ先 -
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ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.67

https://www.amed.go.jp/koubo/14/05/1405B_00002.html
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- 公募期間・選考スケジュールについて -

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発
公募要領 p.19

令和5年7月20日（木）～ 9月 7日（木）12:00 【厳守】

令和5年9月中旬 ～ 10月上旬（予定）

令和5年10月中旬（予定）

令和5年12月 1日（予定）

令和5年10月下旬（予定）

公募期間

書類審査

ヒアリング
審査

契約開始 ※あくまで目安であり、実際は機構内手続き、計画調整、契約手続きを経て開始となります

採否通知

※対象者には1週間前までに電子メールでご連絡します
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≪本事業、応募手続き等に関する問い合わせ先≫

日本医療研究開発機構（AMED）
ゲノム・データ基盤事業部 ゲノム・データ研究開発課

ゲノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発プログラム事務局
genome-drugdiscovery@amed.go.jp
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